
 

 

 

 比較的最近の新聞と。一部の書籍の紹介です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 11月 19日 第 36巻 23号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

【下】メタバースが盛んに宣伝されていま

す。このことに志成館はあなた達を人間とし

て守るために批判的な姿勢をとっています。

下を見てください。目に何かを当てて踊って

いるのが「実際の人間の姿」であり、目に映

っている映像は「嘘」の世界なのです。 

【右】多くの中学や高校で「制

服」がブレザータイプに代わ

っています。そもそも今まで

の男子の制服は、「日本国陸軍

の軍服」そのものであり、勉強

を長く続けるには、あまりに

も不便だったので、ようやく

変わったのかなあと、むしろ

遅いことに呆れています。因

みに、女子生徒のセーラー服

も、アメリカ合衆国の男子の

「アメリカ海兵隊の水兵」と

いう軍人の服をお手本にし

て、女子が活発に行動できる

ように、福岡女学院高校のア

メリカから来た先生が考案

し、それが日本中に広まった

もので、こちらも戦争にかか

わる服装だったのです。変わ

るのが自然だと思います。 

【左】おそらくあなた達若い世代が中心となって使

っている「言葉」について、文化庁がアンケートを

とりました。あなた個人は、このような言葉を使う

ことをどのように感じますか？便利だと思います

か、それとも下品で汚い言葉だと思いますか？ 

※ 因みに、推薦高校や就職の時の面接では、この

ような質問が飛んできますので、普段から答えを準 

備をしておいてください。 

現代が学べる 志 成 館 

【左】映画「バック・トゥー・ザ・フィユチュア―」

で有名な車、デロリアン氏設計の車が電気自動車とし

て復活しました。１９８０年頃のアメリカの車は、ひ

どいデザインで、経営者も、ベトナム戦争以降の軍事

物資の生産で儲けているありさまでした。これではだ

めだということでＧＭの幹部のジョン・デロリアン氏

が、斬新な車を開発しました。残念なことに彼の経営

はうまくいかず、破産して、麻薬密売に関与したとし

て逮捕されてしまいました。しかし彼の情熱は讃えら

れており、ネーミングは今でも健在です。ドアが上に

開く車を「ガル・ウイング」といいます。シー・ガル 

とはカモメのことです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左】社会科学の視点から見ると、書籍には大きく分けて 3つのタイプがあります。Ａ）それぞれの

時の政府や大企業やお金持ち等の支配者階級を応援し守ろうというタイプ（今の日本のメディアはほ

とんどがこのタイプであり、ロシアや中華人民共和国とあまり変わりません）Ｂ）特権階級である政

府や富裕層の利益擁護を批判して攻撃し、ごく普通の人たちや貧困層の利益や幸せを守ろうとするタ

イプ Ｃ）この二つの真ん中にあるタイプで（ＡもＢも中間的で公平に見せようとしますので見破り

にくいのですが）主に大学の学者や研究者そして現場を知っている誠実な人間たちの判断を重視する

タイプです。長い間色々な書籍を読んで初めて理解できることなのですが、しかしすぐにわかる方法

があります。それは「出版社がどこであるのか」をチェックすることです。たとえば、新聞では読

売・産経はＡタイプであり、岩波書店はＢタイプであり、週刊文春や週刊新潮は時々Ｃになるという

具合です。左記の本はＣタイプになるでしょう。因みに、日経新聞や共産党の赤旗や創価学会などの

政党の宣伝紙や商品や企業の実績を示す本や新聞は、そもそもが「宣伝が目的」なのでそのまま信頼

しないことが大切です。というのも自分たちが常に正しいと言って、購入者や支持者を求めているか

らです。但しここでひとつ小さないヒントを与えます。それは小さな組織、たとえば支持者があまり

多くない共産党の機関紙赤旗などは、正しい記事が多いように思えます。それは真実を述べないと見

向きもされないからです。 ※ 左記の書籍の表紙にある「カバール」とは「ディープ・ステート」 

ともいわれている、世界を支配している欧米の富裕層や軍事企業を指します。 

【左】日本国憲法の２５条から２８条は「社会

権」という、資本主義という競争社会では弱い立

場に置かれている人達の生活を守ろうという規定

があります。とりわけ２８条には「労働三権の保

障」の規定があります。しかし残念ながら、日本

ではこの労働三権の保障は全く機能していないこ

と、とりわけ現代では「若い世代の労働者がひど

い迫害を受けている」ことを告発＝批判した映画

です。もしあなた達のお父さんやお母さんが、労

働時間や環境や賃金についての不満がありました

ら、まずは憲法の人権保障を知るということから

始めるために、ぜひともこのような映画を見てく

ださい。志成館に備置しています。尚、館長は学

生時代から「農民」として生き抜くことを決めて

おり、社会的には弱者の立場で生きてきました。 

【右】西日本新聞からの記事で「スポーツ毒

親」という強烈な名前の書籍の紹介です。日

本ではかなりの親が、子供のスポーツに熱を

上げ、懸命に応援しているケースがとても多

く見受けられます。この書物は、「一体それで

よいのか？」という質問を投げかける一冊で

す。スポーツ系の部活によるいじめをもとに

した自殺は新聞に載るだけでも後を絶たず、

このことは氷山の一角にすぎず、多くの子供

たちが部活を理由に自殺をしています。ま

た、世界中で問題になっているように、部活

内部での性犯罪も数限りなく発生しており、

事の性格上、外部に漏れることが少ないとい

う現象も起きています。ずっと前からの問題

であり、改善のメドは全く立っていません。

それよりももっと重大なことは、親子が一体

となって、学習に目を背け、芸術や文化への

興味も持たせないで、スポーツに熱中するこ

との「異常さ」です。こんな国は先進国のど

こにもありません。本が買えない貧しい国の

子供たちと同じことを、先進国である日本の

親がしているのですからたまりません。スポ

ーツをすることはとっても素晴らしいことで

す。しかし学習塾の先生だから言うのではあ

りませんが、その問題点や、子供の将来のこ

とを考えて、学習をしっかりしたうえで、ス 

ポーツをするべきなのです。 

 

※ 少し大きくして張り付けていますので、部

活などをしている子供さんをお持ちの保護者

の方は、本文をぜひ読んでください。 

 

【下】館長がとても尊敬しており、授業中によく話に出てくる、そして志成館が

定期購読しているＮＥＷＳＷＥＥＫのコラムニストでもある、パトリック・ハー

ランさんが、毎日新聞で語られた記事です。「子供の教育に税金を惜しむな」とい

う素晴らしい提言がなされています。中学３年生で学ぶのですが、「税金は所得の

再分配」という機能があります。つまり収入の大きい人や企業からたくさんの税

金をとって、少ない人へ社会保障費として回すという機能です。この視点から、

お金がたくさんある家庭もそうでない家庭も、税金をうまく回すことによって、

みんなが自由に勉強できる環境をつくる必要があるという意見です。館長も大賛

成で、とりわけ今の大学生の授業費は高額すぎますので早く館長の時代に近づけ

ましょう。館長が九州大学時代の学費は、月額１０００円で年額１２０００円で

した。少なくとも勉強で頑張って、基本的に５科目で受験する公立や国の学 

生の授業料は税金を使って安くしてほしいものです。私立大学は昔から高かったで

すので、今は差があまりなくなったということです。私立と国公立とは少しは差が

あった方が、高校生は雁あると考えています。因みに「医学部」では国公立は６年

間で４００万程度ですが、私立の医学部は１０倍の４０００万円ほどかかります。 


